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▲山東先生を囲んで

▲演習に用いた題材例

テーマ
●Lesson 1 & 2 Thermoelectric Power ●Lesson 7 & 8 Hydrogen Energy 
●Lesson 3 & 4 New Source of Health Concerns ●Lesson 9 & 10 Cellular Material
●Lesson 5 & 6 Fracking 

Lessons Content

1 & 2

●Introduction	（10	min）	　　●Describe your research	（10	min）	
●Intro to the all discussion skills	（60	min）	
●Assessed discussion 1 （predictions）	（20	min）	
●Article reading and language practice	（50	min）	
●Assessed discussion 2 （related to article topic）	（20	min）

3 & 4

●Warm-up	（10	min）	　　●Review discussion skills	（40	min）	
●Assessed discussion 3 （future of science）	（30	min）	
●Article reading and language practice	（60	min）	
●Assessed discussion 4 （related to article topic）	（30	min）	

■スケジュール例

回 講義者

第1回 オリエンテーション　朝日 透

第2回 錦谷 禎範（先進理工学研究科 教授／ JX日鉱日石エネルギー（株）研究開発本部・中央技術研究所 エグゼクティブリサーチャー）

第3－4回 有本 建男（政策研究大学院大学 教授／（独）科学技術振興機構　研究開発戦略センター 副センター長）

第5－6回 永里 善彦（日本経済団体連合会 産業技術委員会 産学官連携推進部会長／（株）旭リサーチセンター 相談役）

第7－8回 泉 紳一郎（（独）科学技術振興機構 社会技術研究開発センターセンター長）

第9回 オリエンテーション　朝日 透

第10回 猿橋 淳子（経産省産業技術環境局 基準認証国際室長補佐）

第11回 田村 文重（Kaze Corporation代表）

第12回 水間 英城（（独）科学技術振興機構　国際科学技術部　参事役　地球規模課題国際協力室長）

第13回 山東 昭子（参議院議員）

第14回 渡辺 美代子（（独）科学技術振興機構　研究開発戦略センター（CRDS）フェロー）

第15回 玉澤　徳一郎　元衆議院議員
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I n t e r v i e w

Yoshinori NISHIKITANI出口を意識して、へこたれないこと
企業に30年以上いましたので、基礎研究の段階から「出口を意識して研究する」ことが重要だと考え

ています。基礎寄りの研究でも、シーズ＝出口を考えながら試行錯誤する楽しさを見出すことは大切

です。特に、長く携わってきた有機デバイスの研究開発では主に材料開発を行うとともに、デバイス

作製を専門とする他社との共同開発で製品化を目指しました。その場合も、あるレベルのデバイスは

我々自身で作製し、評価をしてきました。それは、自分たちでデバイスとしての最終形態の特性評価

ができないと、効率的な材料開発が行えないためです。デバイス作製で材料開発にフィードバックで

きるノウハウを多く得ることができるのも重要であり、研究開発レベルの底上げとなります。

ところで、私が大学生の頃、指導の先生に教わったことで一番印象に残っているのは、「研究は1に

体力、2に気力、3・4がなくて、5に知力」という言葉です。1はさておき、気力は重要です。研究とい

うものは、特に基礎段階の研究というものは上手く行かないことの方が多い。そのような時、何とか

して成功させようと、実験や思考を続けることが次に繋がります。失敗に負けない「打たれ強さ」、「鷹

揚さ」ともいえるでしょう。「1000年たてば自分のことを知る人など誰もいないのだから、少しぐらい

失敗してもどうということはない」と、大きく構えて進めれば良いのです。

海外経験でひとまわり成長する
入社当初は研究所内でも「石油化学本業」と呼ばれるポリエチレンやポリプロピレンの重合触媒を開

発していました。その後、5年目に入って新規テーマに変更になり、導電性ポリマーを扱うことになっ

たのです。この研究の推進のため、「上司のひと声」でフランス・パリの国立科学研究センター（CNRS）

に派遣されました。2年強現地に滞在して共同研究を行うとともに、得られた成果でパリ大学第13校

から博士号を取得しました。この時は、博士公聴会はフランス語で40分間発表、40分間質疑応答、

また博士学位論文もフランス語で大変だったのですが、今となっては良い経験だったと思っています。

発表に英語を使えないことが納得できず、先生にそのことを主張したところ、“ここはフランス！”と

一蹴されたことを思い出します。海外経験によって文化の違いを体感し、考え方に幅が出ましたし、「自

分を出す」ことに対して物怖じしなくなりました。この時に共同研究した研究者とは今でも良い関係が

続いており、この人脈は私の大切な財産です。彼らは理工系でも歴史や文学などの話題が豊富ですから、

私も意識して情報を得る癖がつきました。

基礎こそがブレイクスルーにつながる
研究に携わっていれば誰でも、自身の研究に関わる専門分野の論文に目を通しているでしょう。この

行為自体は、単に最新情報・知識を得ているだけであって、それだけで新しいアイデアを生むには十分と

は言えません。やはり、本当にブレークスルーを起こせるのは基礎がしっかりしている人、化学なら物

理化学や有機化学、高分子化学などにおける原理原則を正しく理解し、使いこなせる人だと思います。

特に、基礎のしっかりしている人が新たな分野に足を踏み入れた時、本当のブレークスルーが生れるよ

うに思います。このブレークスルーこそ、歯車の「最初のひと回し」と言えば良いでしょうか。初めに回

すのは本当に大変ですが、一度回りはじめれば、あとはみんなの協力、チームワークで自然に回転して

行くのです。リーディングプログラムのみなさんには、この大変な歯車の「最初のひと回し」、きっかけ

を作る研究者・技術者を目指して欲しいと思います。

学生の活動1

ネイティブの講師による少人数制演習Discussion Tutorial English in Science and Engineering

を実施しました。英語による定量的なディスカッション力の向上を図ることを目指す科目として本プ

ログラムで新たに開発しました。テーマごとに科学論文や科学ニュースを１～複数定め、これを題材

としてStudent's Workbookを用いながら多様なディスカッションスキルを学びました。

英語には大きく分けて、reading、listening、 

writing、speakingの4つの能力があります。reading

やlisteningといったインプット型の能力については、

日々の研究活動を行っていく中で、例えば論文を読ん

だり、海外の先生方の講演を聴くことによって少し

ずつ身につけられます。一方、writingやspeaking

といったアウトプット型の能力については、writing

については、篠田義明名誉教授による講義やミシガ

ン実践的英語演習などの英語講座やQEに向けた論文

執筆を通じて学びつつありましたが、speakingの能

力を身につける機会がやや不足していると感じてい

ました。

本演習では、 学生6人＋ネイティブの講師という少

人数で1つのテーブルを囲むことによって、何かを常

に発しなければならない環境が与えられます。例え

ば、これまで私は、自分自身の意見を述べるときに、「I 

think… I think… I think…」と同じフレーズを馬鹿

の一つ覚えのように使っていましたが、「I think …」

の代わりに、「It seems to me that…」「Based on 

my knowledge…」「From my understanding…」

などのフレーズを使えば良いなどといった、英語を

話す上でのテンプレートのようなものの引き出しが

増えました。一方、英語でディスカッションする上

での課題も見つかりました。ディスカッションの際、

自分の意見を述べるためにそれをサポートするため

の根拠も同時に言わなければならず、どれだけ論理

的で定量的な考え方 （ロジカルシンキング） を身につ

けているか、が重要だと思います。今回の演習では、

最新の理工系ニュースがディスカッションの「入り

口」として設定されているため、常にその視点を意識

することになり、余計に力不足を実感することとなっ

てしまいました。ロジカルシンキングを身につける

ためには、自分のアンテナを常日頃からいろいろな

方向に伸ばし様々な知識を積極的に得るだけでなく、

得られた知識について頭を使って考え、自分の意見

として咀嚼しておくことが大切です。今後意識して

身につけて行きたいと思います。

Discussion	Tutorial	English	in	Science	and	Engineering

演習を受けて	 中川	鉄馬（LD2）	

第5回は「日本の科学技術政策と若手研究者への期待」をテーマとして、前国務大臣・

科学技術庁長官、前参議院副議長の山東昭子参議院議員に、ご講義いただきました。

国際競争が激化する中で、日本も戦略的な科学技術政策を打ち出してゆくことが今後

ますます重要になってくること、そのためには科学者は高い専門性に加え、研究の重

要性を国民に伝える社会的な発信力が求められることをお話され、研究を通じて社会

への貢献をめざす学生たちにエールをいただきました。ご講義の後は、本プログラム

3名の学生（加藤 遼さん、河野 俊介さん、若林 慧さん）が自身の研究の概要とその社

会的意義について発表し、山東議員からご講評いただきました。

理工学術院 教授。1956年生まれ、1980年京都大学大学院工学研究科修士課程修
了。同年、日本石油株式会社（現・JX日鉱日石エネルギー株式会社）入社。中央技
術研究所主管研究員、グループマネジャー（エネルギー化学材料グループ）、副
所長、エグゼクティブリサーチャーを経て、2013年から現職。1987年-1989年フ
ランス国立科学研究センター（CNRS）分子工学研究所留学。博士（パリ大学第13
校）。専門は量子化学、光電気化学。著書に、分担執筆『図解高分子材料最前線』

（工業調査会）、『色素増感太陽電池の開発技術』（技術教育出版社）など。

錦谷 禎範 教授

2014年2月15日（土）・17日（月）・18日（火）・20日（木）・21日（金）（5日間集中）

エネルギー・
ネクスト概論

　産官学政界の有識者・論客がゲストあるいはオブザーバーとして参
画し、グローバルな視点でエネルギーに関わる研究開発動向や政策お
よびグリーンサイエンスの今後などを学び議論します。今後のエネル
ギーに関わる研究や政策及び環境保全に対する課題の設定や解決に資
する俯瞰力を養成する科目です。

プログラム担当者である逢坂哲彌教授が推進する、産学連携による国際科学イノベーショ
ン拠点（COI）とCOIストリーム・サテライト・プロジェクトを下村博文	文部科学大臣が視察
され、本プログラムについても現状報告をいたしました。状況を十分把握されたご様子で、
「イノベーション創出を担う若い世代がここからたくさん巣立っていくことを期待してい
ます。」とのコメントを残されました。

文部科学大臣がプログラムを視察


